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電子情報工学科 藤原正敏 
 
 ここ数年、高専における「情報基礎」教育の普及活動を全国レベルで展開していることもあ
って、毎年夏に開催される高等専門学校情報処理教育研究発表会には、顔を出すようにしてい
る。今年は、８月２４日（火）～２５日（水） 
高知高専主幹で開催された。 
 プログラムや開催当日の様子は、Ｗｅｂ上にも詳しく紹介されている。 
http://info.kochi-ct.jp/ 
 メインページに懇親会の記念写真が出ている。 
 
 
（前方真ん中の高知高専中井校長先生の左が私です。） 
 
このように、非常に多数の参加者を得て、「高専の情報教育」を考えていく上で、情報交換し、
種々の「情報共有」をしていく上で、非常に有意義な集会であった。前日、２３日には、高専
のオープンソースの利用を推進している人たちの集まりである高専 BSD ユーザーグループ
(KosenBUG)の例会も開催された。 
http://www.openedu.org/ja/KosenBUG/main_ja.html 
しかし、福井高専からの参加が、私一人であったのは、残念です。 
私は、次の３件を発表した。 
１）「高専情報基礎教育の実施状況と支援システムの構築Ⅱ」 
岡田 正（津山高専）、高橋 章（長岡高専）、長岡健一（石川高専）、藤原 正敏、高橋 参吉（千
里金襴大、前大阪府立高専） 
２）「福井高専電子情報工学科における情報基礎教育の新たな取り組み」 
藤原 正敏、蘆田 昇、青山 義弘、高久 有一（福井高専電子情報工学科） 
３）「地域情報化の議論からみた情報教育への提案」 
藤原 正敏 
 内容の概略を記すと、 
１）は、高専における「情報基礎教育」の全国展開を推進している主立ったメンバーによる活
動内容、全国高専の実施状況、実際に講義・演習などをされる先生方を支援するために構築し
ている支援システムについての報告です。 
２）は、「情報基礎」に関して、福井工業高等専門学校電子情報工学科に昨年１年間実施して
来た新たな試みを紹介した。 
３）は、進展目覚ましい高度情報化社会において、「情報基礎」教育を考えていくためには、
実際の世の中の「情報化」について目を向けて考えていく必要があるので、私が、地元武生市
においてまとめ役をし、武生市長に提言した「武生市地域情報化基本計画」の中身を紹介し、
問題提起をしたものです。 
ちなみに、この基本計画を作成するにあたっては、多士済々の委員のみなさん１５名で月１回
のペースで、夜７時から９時半くらいまでけんけんがくがくの議論をしたものですので、議論
は、今日の「情報化」を考える上でのキーワードは全て出尽くしたのではと思われます。 
議論の詳細は、次をご覧ください。 
http://www.city.takefu.fukui.jp/office/010/030/sakutei/sakuteitop.asp 
提言書は、次にあります。 
http://www.city.takefu.fukui.jp/download/1744/teigen.pdf 
 
 １日目の発表会では、各高専独自の情報処理教育、情報センターのシステムの管理運営、セ
キュリティに対するシステムの取り組みなどの発表があり、活発な質疑応答がなされた。特別
講演会は、下記の２件が開催された。 
 １．演題「大学におけるＩＴ教育」 
    宮原秀夫氏 大阪大学総長（高知高専参与） 
 ２．演題「ギガビットネットワークと地域情報化」 
    島村和典氏 高知工科大 情報システム工学科長 教授 
宮原先生、島村先生ともに、ご専門の高速・高機能の通信ネットワークを利用により「時間と
空間を超えてリアルタイムで情報が共有できる」ことが、すなわちマルチメディアの活用や地
域情報化への貢献できるという趣旨のお話があった。 
懇親会の席では、高知高専校長の中井先生が電気系のご出身で、島村先生が高知県の地域情報
化のリーダだということで、話が弾んだ。中井校長の高知高専の将来ビジョンなども伺った。 
 ２日目の見学会では、桂浜の散策と高知高専を見学した。桂浜では、巨大な坂本竜馬像を背
景に記念写真を撮った。高知県は、坂本竜馬を抜きにしては話が進まないということを実感し
た。高知高専は、高知工科大学ができるまでは、高知県唯一の工科系高等教育機関であり、高
知県の情報化にも主導的な役割を果たして来ており、高知龍馬空港がすぐ隣にあるということ
もあり、地元に根を下ろした活発な活動をしてきていることが良く分った。前半は、電気工学
科屋上に設置されている、太陽電池パネル、サボニウス型風力発電システムを見学した。南国
で、台風の襲来も多く、太陽光線も強いので、高知ならではアイディアであり、設備かと感心
した。後半は、「情報化推進室」を見学し、その現況の説明を聞いた。 
高知高専では、「情報処理センター」を廃止して、平成１０年４月には教育・研究及び事務に
関する情報技術のさらなる推進のため、「情報化推進室」と名称を変え，時代に即応できる体
制を整えているとのことで、情報教育設備の充実などを進めて、高度情報化時代に対応できる
情報技術教育を推し進めているとのことでした。説明によれば、情報化推進室では、 
１）校内ネットワークの維持・管理  
２）学内情報化の啓蒙・推進  
３）情報処理関連教育の改善 
などを目的として，高専本科・専攻科の授業，卒業研究，特別研究，実験実習など教育・研究，
公開講座，研修，クラブ活動や事務処理等に幅広く貢献しているそうです。 
学内のインターネット環境は、「学内キャンパス無線 LAN」を敷設しており、学生が校内のベ
ンチや渡り廊下で、パソコン利用していることもあるという説明があった。 
 私が、興味を持ったのは、「学内イントラネット」です。グループウェアでは、実績のある
「サイボウズ」をうまく使っているという印象を受けた。学内のインテリジェント化がかなり
進んでいると思う。 
 正味１日半のことでしたが、多くの高専の先生方とお話ができ、高知高専の情報化への着実
な取り組みを見学できて収穫の多い研究発表会であった。 
 日進月歩の目覚ましい情報化社会であり、高専においての情報教育のあり方の議論も活発で
あり、ＩＣＴ活用した教育の試みも盛んであり、情報センターの管理・運営にも知恵や工夫が
なされている。 
 今年に限らず、他の高専は、教員は無論、情報センターに関わる事務の方、技術職員の方も
参加されている。顔馴染みの方が結構来ておられた。福井高専も今後は、「情報」に関わる教
職員の方々が数多く参加されると良いと思う。 
 
